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　つくば市の隣，旧・新治村に大畑という地区があります（現・土浦市）。その鷲神
社で毎年 8 月 15 日に奉納される「からかさ万灯」は，江戸時代から伝わる五穀豊穣
祈願の例祭で，国選択・茨城県無形民俗文化財に指定された仕掛け花火です。直径
5m・高さ 6m のからかさ（傘）状の仕掛けから滝のように滴り落ちる花火は，実に
壮麗で圧巻です。
　大学の「ミッション再定義」が喧しい昨今ですが，この『文芸・言語紀要』が，
専攻のアイデンティティを証しする礎として継承されてゆくことを，切に願いたい
ものです。
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